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部門 花植木 対象 研究 

課題名：木質系廃棄物を利用した緑化用保水基盤材の開発 

［要約］木質系廃棄物を再利用し成型された緑化用保水基盤材は、界面活性剤１％添加

により吸水効率が高まる。また、屋上や壁面に緑化用保水基盤材を設置することで、安

定した緑化が可能となる。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 木質系廃棄物、保水基盤材、緑化、界面活性剤 

実施機関名 主  査 農林総合研究センター・生産技術部・花植木研究室 

 協力機関 （独）森林総合研究所、（株）大建工業 

実施期間 ２００６年度～２００８年度 

[目的及び背景］ 

県内で生産が急増しているマット植物や壁面緑化用の長尺植物を用い緑化するために

は、それらに安定して給水するための方策が必要である。そこで、本来廃棄されていた

建築廃材や間伐材等の木質系廃棄物を再利用し、緑化植物に水分を供給する保水基盤材

を開発する。そして、マット植物や長尺植物を使った緑化の利便性を高め、緑化植物の

需要拡大を図る。 

［成果内容］ 

１ 緑化用保水基盤材の吸水効率は、界面活性剤の添加により高まるが、１％と 10％添

加に大差は見られない（図１）。 

２ 植物の生育面から、緑化用保水基盤材への界面活性剤の添加割合は、１％が適して

いる（図２、３）。 

３ 屋上の防水シート上に緑化用保水基盤材を設置し、マット植物を載せると、維持管

理が容易で安定した屋上緑化が可能である。（写真１）。 

４ 緑化用保水基盤材を壁面に設置すると、つる植物が根を侵入させて登攀し、安定し

た壁面緑化が可能である。 

［留意事項］ 

 緑化用保水基盤材への給水は、屋上や壁面最上部に散水し、順次下部への浸透を図る

方法で行う。 

［普及対象地域］ 

県下全域の緑化場所 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

2004 年に組織された、いんばマット植物研究会（現いんばマットプランツ）に於いて、

マット植物と組み合わせて緑化する場合の緑化用保水基盤材として使われている。 

 



［成果の概要］ 
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図１  緑化用保水基盤材の界面活性剤の添加割合    写真１ 緑化用保水基盤材とマット植物 

が吸水効率に及ぼす影響                の組み合わせによる屋上緑化 

（右手前、市原八幡高等学校）      
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［その他］ 

農林水産実用技術開発事業「木質系廃棄物を利用した軽量で安全な屋上・壁面緑化法

の開発」 
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図３  緑化用保水基盤材への界面活性剤の添加割合が

つる植物（ヘデラ）の登攀茎の生育に及ぼす影響 

図２ 緑化用保水基盤材への界面活性剤の添加割合が

マット植物（タイム）の生育に及ぼす影響  


